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２ 競争参加資格
～ 第１号２～に同じ。
 平成13年４月１日以降に、元請けとして完
成・引渡しが完了した下記又はいずれか
の要件を満たす工事の施工実績を有すること
（共同企業体の構成員としての実績は、出資
比率が20％以上の場合のものに限る（ただし、
異工種建設工事共同企業体については適用し
ない。）。）。
 鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンク
リート造又は鉄骨造で地上４階以上の建築
物の耐震改修（耐震スリットのみの改修は
除く。）工事
 鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンク
リート造又は鉄骨造で地上４階以上の建築
物の建築一式（躯体、外装、内装を含む新
築又は増築（増築にあっては増築部分とす
る。））工事
ただし、申請できる同種工事の施工実績は
１件のみとする。
なお、当該実績が国土交通省が発注した工
事又は工事成績相互利用対象工事のうち入札
説明書に示すものに係る実績である場合に
あっては、評定点合計が入札説明書に示す点
数未満であるものを除く。ただし、請負代金
額が500万円未満の工事は除く。
経常建設共同企業体にあっては、構成員の
うち１社が上記の施工実績を有し、他の構成
員は、下記又はいずれかの要件を満たす
工事の施工実績を有すること。
 鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンク
リート造又は鉄骨造の建築物の耐震改修
（耐震スリットのみの改修は除く。）工事
 鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンク
リート造又は鉄骨造で建築物の建築一式
（躯体、外装、内装を含む新築又は増築（増
築にあっては増築部分とする。））工事
上記又はのいずれについても、軽微な
もの（請負代金額が500万円未満の工事）は、
実績として認めない。
また、異工種建設工事共同企業体としての
実績は、協定書による分担工事の実績のみ同
種工事の実績として認める。
 工事全般の施工計画が適正であること。
 次に掲げる基準を満たす主任技術者又は監
理技術者を当該工事に専任で配置できるこ
と。なお、本工事は、余裕期間を設定した工
事であり、契約締結日の翌日から工事の始期

までの間は、主任技術者又は監理技術者の配
置を要しない。複数の技術者を申請する場合
は、申請する全ての者について次に掲げる基
準を満たしていること。
 第１号２に同じ。
 １人の者が、平成13年４月１日以降に元
請けとして完成・引渡しが完了した下記
又はいずれかに掲げる工事の経験を有す
る者であること。ただし、上記期間に育児
休業等を取得していた場合及び事業促進Ｐ
ＰＰに従事していた場合は、その期間と同
等の期間を評価期間に加えることができ
る。詳細は入札説明書による（共同企業体
の構成員としての経験は、出資比率が20％
以上の場合のものに限る（ただし、異工種
建設工事共同企業体については適用しな
い。）。）。
 鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンク
リート造又は鉄骨造の建築物の耐震改修
（耐震スリットのみの改修は除く。）工事
 鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンク
リート造又は鉄骨造で建築物の建築一式
（躯体、外装、内装を含む新築又は増築
（増築にあっては増築部分とする。））工
事
上記又はのいずれについても、軽微
なもの（請負代金額が500万円未満の工事）
は、工事経験として認めない。
ただし、申請できる同種工事の工事経験
は１件のみとする。
なお、当該経験が国土交通省が発注した
工事又は工事成績相互利用対象工事のうち
入札説明書に示すものに係る経験である場
合にあっては、評定点合計が入札説明書に
示す点数未満であるものを除く。ただし、
請負代金額が500万円未満の工事は除く。
ただし、経常建設共同企業体にあっては、
１社の主任技術者又は監理技術者が上記の
工事経験を有していればよい。
また、異工種建設工事共同企業体として
の経験は、協定書による分担工事の経験の
み同種工事の経験として認める。
 第１号２に同じ。
～ 第１号２～に同じ。
 第１号２に同じ。
 第１号２に同じ。

３ 総合評価に関する事項
 落札方式 第１号３に同じ。
 総合評価の方法
 第１号３に同じ。
 「加算点」の算出方法は、予定価格の制
限の範囲内での入札参加者のうち、下記、
のそれぞれの評価項目毎に評価を行い加
算点を算出する。また、「施工体制評価点」
は下記の評価項目を評価して算出する。
なお、「施工体制評価点」の低い者に対して
は「加算点」を減ずる場合がある。
 技術提案［ＶＥ提案］の項目として「耐
震改修におけるコンクリート工事の品質
確保に対する提案」
 工事全般の施工計画
 施工体制（施工体制評価点）
～ 第１号３～に同じ。
 の「耐震改修におけるコンクリート
工事の品質確保に対する提案」の技術提案
［ＶＥ提案］については、予定価格の制限
の範囲内の入札参加者のうち、提案内容に
応じて、それぞれ、Ⅴ（30点）、Ⅳ（23点）、
Ⅲ（15点）、Ⅱ（８点）、Ⅰ（３点）及び不
採用により評価を行い加算点を与える。
の「工事全般の施工計画」については、
予定価格の制限の範囲内の入札参加者のう
ち、内容に応じて、Ⅴ（30点）、Ⅳ（23点）、
Ⅲ（15点）、Ⅱ（８点）、Ⅰ（０点）により
評価を行い加算点を与える。なお、未提出
である又は全ての提案が不適切である場合
は欠格とする。

 第１号３に同じ。
 「耐震改修におけるコンクリート工
事の品質確保に対する提案」については、受
注者の責により入札時の評価内容が実施され
ていないと判断された場合は、ペナルティと
して、工事成績評定を減ずることとし、未実
施の評価項目毎に５点減ずる。
 第１号３に同じ。
４ 入札手続等
 第１号４に同じ。
 入札説明書の交付期間、場所及び方法 入
札説明書を電子入札システムにより交付す
る。交付期間は平成28年10月21日から平成29
年２月６日までの土曜日、日曜日、祝日及び
年末年始（平成28年12月29日から平成29年１

月３日まで）を除く毎日、９時00分から17時
00分まで。ただし最終日は、９時00分から12
時00分までとする。ただし、やむを得ない事
由により、上記交付方法による入手ができな
い入札参加希望者に対しては、記録媒体（Ｃ
ＤＲ等）をに持参又は郵送もしくは託送
（書留郵便等、記録の残るものに限る。）する
ことにより電子データを交付するので、上記
にその旨連絡すること。持参による場合は、
に記録媒体を持参すること。郵送等による
場合は、に記録媒体、返信用の封筒（切手
を貼付）、入札参加希望者の連絡先が分かる
ものを同封すること。受付期間は、平成28年
10月21日から平成29年２月６日までの土曜
日、日曜日、祝日及び年末年始（平成28年12
月29日から平成29年１月３日まで）を除く毎
日、９時15分から18時00分まで。ただし最終
日は、９時15分から12時00分までとする。
 第１号４に同じ。
 入札保証金の納付等に係る書類の提出期
間、場所及び方法 平成28年12月19日から平
成29年２月６日まで 〒3309724 埼玉県さ
いたま市中央区新都心２１さいたま新都心
合同庁舎２号館17階 関東地方整備局総務部
契約課 電話0486013151㈹ 郵送（書留
郵便に限る。提出期間内必着。）又は託送（書
留郵便等、記録の残るものに限る。提出期間
内必着。）により提出すること。
 入札及び開札の日時及び場所並びに入札書
の提出方法 入札書は、電子入札システムに
より提出すること。ただし、発注者の承諾を
得た場合は紙により持参又は郵送もしくは託
送（書留郵便等、記録の残るものに限る。）す
ること。
 電子入札システムによる入札の締め切り
は、平成29年２月６日12時00分。
 持参による入札の受領期限は、平成29年
２月６日12時00分 関東地方整備局総務部
契約課にて入札すること。
 郵送等による入札の受領期限は、平成29
年２月６日12時00分 送付先は、関東地方
整備局総務部契約課契約第二係。開札は、
平成29年２月９日13時30分関東地方整備局
総務部契約課にて行う。なお、落札決定の
日は開札の翌日（土曜日、日曜日及び祝日
は除く。）を予定する。
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